
海上交通のために、船舶を大海原に送り出す港湾と、その安全な航海を確保する
海上保安。その中でも特に、日本が長年にわたって幅広く総合的に取り組んできた

港湾開発に対する協力─その特徴と今後のあり方とは。

海上交通の拠点
「港湾」への総合的な協力

世界の海上貿易において、途上国の荷揚げ（輸入）
量は過去 10年間で着実に増加し、2017年には世界
の荷揚げ量の63％に達した。途上国の中ではアジア
が増加しており、17年には12年よりも約25％多い物
品が荷揚げされている。
（出典：国連貿易開発会議『World seaborne trade by types of 
cargo and by group of economies, annual』）

産業に欠かせないエネルギー資源や暮らしに欠
かせない生活物資などが、日々海上の物流ルー
トを通って世界中で運ばれている。特に、エネル
ギー原料は海上輸送に頼るところが大きく、港
湾の整備が重要となる。

海上物流を支える拠点づくりとして、港湾施設の整備、運営・維持管理能力の強化などが行わ
れ、後背地や周辺インフラの整備などと一体的に実施されているものも多い。

（出典：日本船主協会『SHIPPING NOW 2018-2019』）
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首都バンコク東南80 ～200km圏の臨海地域
を工業中心に開発する「東部臨海開発計画」
の一貫として1980年代後半に建設がスター
ト。後背地に輸出加工業と一般軽工業を担う
工業団地が建設され、現在に至るまでタイの
産業を牽引している。

レムチャバン港と工業団地
後背地整備が導く
港の成功

世界の海上総輸送量は
年間
約11億6,000万トン

途上国の荷揚げ量は世界の
63パーセント

世界の海上貿易における荷揚げ量の推移

JICAによる港湾分野の支援実施国海上輸送される主要品目の割合
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港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集 　

レムチャバン工業団
地は港に隣接してお
り、原料・製品の輸
出入に便利。製造さ
れた自動車や機械
部品等が港から輸
出されている。巨大
な消費市場であるバ
ンコクからのアクセ
スもよい。

❶ 工業団地  ❷ 港エリア
❸ コミュニティエリア／レストラン／環境観光地区
❹ 賃貸借工業地域（出典：Laem Chabang Port パンフレット）
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実施中  17件  開発調査0件、有償資金協力6件、無償資金協力7件、技術協力4件
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＊船舶の貨物積載能力を表す大きさの単位
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